
Q 上期の営業状況と成果について
ご説明願います。

A 日本国内は順調ながら、
米国事業の回復遅れと為替影響が
生じ、増収・減益となりました。

日本国内では、償還価格の大幅な引き下げに伴い症例単
価が下落しましたが、獲得症例数は順調に増加し、売上高
を伸ばすことができました。米国では、医療機関におけるス
タッフ不足が症例数の減少を招く傾向が見られたものの、米国
子会社Ortho Development Corporation（以下、ODEV社）
においては、新規獲得による顧客基盤の拡大が寄与し、症
例数の増加および増収を果たしました。

営業成果を製品群別に振り返ると、人工関節分野は、国
内の売上高が前年同期比3.7％増となりました。THA（人工
股関節置換術）領域の販売が堅調を維持しており、ODEV
社製人工股関節「Entrada Hip Sysrem」が高い成長を
示すとともに、THA用手術支援システムとして導入が拡大し
ている他社商品「Intellijoint HIP®ナビゲーションシステム」
との相乗効果が表れました。米国では、前述の通り症例数
が増加しましたが、サプライチェーン上の問題発生による新
規取引開始の一時延期や、競合他社による新製品投入な
どの影響を受け、人工膝関節製品の売上高が現地通貨
ベースで前年同期比0.9％増、人工股関節製品の売上高が
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同4.2％増となり、全体で同1.9％増にとどまりました。
骨接合材料分野は、大腿骨骨折治療に使用される

ODEV社製「MDM プリマヒップスクリューシステム」および
他社商品「ASULOCK」が引き続き販売を伸ばし、売上
高は前年同期比8.5％増となりました。

脊椎固定器具分野は、BKP（経皮的椎体形成術）の
他社商品「KMC Kyphoplastyシステム」が大きく伸び、
ODEV社製「Pisces スパイナル システム」も好調に推移し
たことから、売上高は前年同期比9.5％増となりました。

なお上期は、為替の円安・ドル高による影響が大きく、米
国売上高は、現地通貨ベースでの前年同期比1.9％増から、
円貨換算後は同23.3％増となりました。一方、売上原価や
米国における販管費などの経費は、円貨換算により増大し、
利益を圧迫しています。

以上により上期の連結業績は、売上高99億89百万円（前
年同期比12.8％増）、営業利益9億27百万円（同12.4％減）、
経常利益9億16百万円（同12.1％減）、親会社株主に帰属
する四半期純利益7億21百万円（同28.1％減）となりました。
自社製品売上高比率にも円貨換算による米国実績の押し上
げが加わり、前年同期の80.7％から81.3％に上昇しましたが、
売上原価率は1.5ポイント悪化しました。

3ヵ年中期経営計画「MODE2023」（計画期間：2022年
3月期～2024年3月期）は、重点施策として「海外ビジネス
の拡大」「開発・調達力の強化」「人材・組織の専門性強
化」、「デジタル化の推進」の4テーマを掲げています。

このうち「海外ビジネスの拡大」では、中国の整形外科
メーカーとODEV社が設立した合弁会社を通じて、中国にお
けるODEV社製品の輸入販売および現地生産を目指してい
ます。現在、販売体制の構築に向けて代理店との契約を順
次結びつつ、現地生産化については、人工膝関節製品の
試作品製造など同国薬事承認の申請を準備しています。順
調にいけば2023年には承認を取得できる見込みです。

もう一つの海外進出先と位置付けた豪州市場では、現地
にODEV社の子会社を設立し、参入を準備していました。し
かし新型コロナウイルス感染症の影響もあり、豪州における
ODEV社製品の薬事承認取得に想定以上の時間を要し、
当初の事業見通しから大きな乖離が発生したことから、この
たび本件活動を休止し、同子会社を清算することにしました。

海外ビジネスについては当面、規模において世界最大で

▶中期経営方針 ▶定量目標
第49期

（2021.3）
実績

第50期
（2022.3）

実績

第51期
（2023.3）

目標

第52期
（2024.3）

目標
売上高 16,738 19,193 20,000 22,000
営業利益 2,168 2,661 3,000 3,500
経常利益 2,125 2,591 2,950 3,400
当期純利益※ 1,664 2,135 2,000 2,300
自己資本利益率 9.4％ 10.7% 9.5% 10.0%

（単位：百万円）

※親会社株主に帰属する当期純利益　※対ドル為替レート：1ドル108円

重点
施策

●❶��海外ビジネスの拡大
●●❷��開発・調達力の強化

●❸��人材・組織の専門性強化
●❹��デジタル化の推進

治療成績の向上等、様々な
医療現場ニーズへの対応に加え、

治療価値向上（　　　　　　　　　）に資する
サービス（　　　　　　　）を、

より高い専門性をもってタイムリーに
医療現場に提供し、患者のQOL向上に貢献する。

安全性・有効性、入院期間短縮
による治療収益改善など
インプラント・医療工具、
手術支援システムなど

Q 中期経営計画に掲げる
重点施策の進捗はいかがですか？

A 海外ビジネスは、米国事業の拡大と中国
市場参入に向けた基盤確立に注力します。

Medium-term Management Plan
中期経営計画 MODE2023 （第50期～第52期）
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ある米国市場におけるさらなる事業拡大と、今後、市場の
急拡大が期待できる中国市場への参入に向けた事業基盤
の確立に注力する方針です。

一方「開発・調達力の強化」では、2022年1月に資本
業務提携契約を締結した三井化学株式会社との開発ワーキ
ンググループを設置しました。目下、開発アイデアに関する活
発な議論を交わし、両社の強みを活かした共同開発案件の
候補をリストアップしているところです。調達力の強化に向け
た取り組みは、事業開発部が中心となり、整形外科治療材
料分野で当社製品とのシナジーが期待できる国内外の商品
調達に向けた交渉を進めています。
「デジタル化の推進」では、Webセミナーの実施やVRを

使った教育プログラムの提供などを通じて、内容の拡充ととも
に、より効率的な展開を図っています。

連結業績ハイライト

7,551

第47期中間
（2018.9）

6,615
2,963

8,782

第48期中間
（2019.9）

3,531
7,2917,753

第49期中間
（2020.9）

8,858

第50期中間
（2021.9）

9,989

第51期中間
（2022.9）

2,685

3,3926,251
7,151

第47期中間
（2018.9）

第48期中間
（2019.9）

第49期中間
（2020.9）

第50期中間
（2021.9）

8,118

第51期中間
（2022.9）

第47期中間
（2018.9）

第48期中間
（2019.9）

第49期中間
（2020.9）

第50期中間
（2021.9）

4,184 

第51期中間
（2022.9）

87.6 83.0 39.2 40.2
80.6 34.679.6 38.381.3

41.9
※1

（百万円）売上高 （百万円）（％）自社製品売上高 （百万円）（％）海外売上高※2自社製品売上高
自社製品売上高比率

海外売上高
海外売上高比率

※1：売上控除（収益認識基準適用に伴う控除）前の数値を掲載しております。
※2：ODEV社の決算末日は３月31日であり、海外売上高についてはODEV社の４月1日～翌年３月31日の12ヶ月間の販売実績を掲載しております。

Q 下期の取り組みと通期業績の見通しを
お聞かせください。

A 米国事業の回復遅れと円安進行を踏まえ、
通期業績の予想数値を下方修正しました。

下期の見通しとして、日本国内は引き続き堅調に推移する

と想定していますが、米国においては、既存顧客の医療ス
タッフ不足による症例数の減少や、サプライチェーンの問題、
競合他社の人工股関節新製品投入による競争激化など厳し
い市場環境が続くと思われます。また、下期の想定為替レー
トは、円安・ドル高が大幅に進行したことから、想定レートを
1USドル128円から150円に修正しました。これにより、売上
原価率の悪化および米国における費用の円貨換算後の増
加が見込まれます。

以上を踏まえ、通期の連結業績について期初の予想数値
を下方修正し、売上高218億円（前期比13.6％増）、営業
利益20億円（同24.9％減）、経常利益20億50百万円（同
20.9％減）、親会社株主に帰属する当期純利益14億50百万
円（同32.1％減）としました。

下期の取り組みは、日本国内において注力製品の販売強
化を図るとともに、米国事業の回復遅れへの対応として、PSI

（3Dデータ解析によるオーダーメイド方式の人工膝関節置換
術）やナビゲーションなど手術支援機器の速やかな導入に
努め、きめの細かい医師向けセミナーを開催し、新規顧客
への販売を展開していきます。

人工関節分野の新製品では、2022年9月に発売した
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当期の期末配当は、1株当たり13円（前期比1円増配）を
予定しており、8期連続増配となる見通しです。「MODE2023」
計画期間は、成長のための設備投資・在庫投資を実行し

Financial Highlights

859 831

594

1,266 1,223

922823

1,058

806

1,042

526

1,003

第47期中間
（2018.9）

第48期中間
（2019.9）

第49期中間
（2020.9）

第50期中間
（2021.9）

927

第51期中間
（2022.9）

第47期中間
（2018.9）

第48期中間
（2019.9）

第49期中間
（2020.9）

第50期中間
（2021.9）

916

第51期中間
（2022.9）

第47期中間
（2018.9）

第48期中間
（2019.9）

第49期中間
（2020.9）

第50期中間
（2021.9）

721

第51期中間
（2022.9）

（百万円）営業利益 （百万円）経常利益 （百万円）親会社株主に帰属する四半期純利益

Q 株主・投資家の皆様へのメッセージを
お願いします。

A 持続可能な社会づくりに貢献しつつ、
医療の発展を支え、
企業価値を高めていきます。

ODEV社製人工股関節「Promontryヒップステム」が下期
の業績に貢献すると見込んでいます。本製品は、THAにお
いて大腿骨側に使用するインプラントで、大腿骨の髄腔形状
や骨質に左右されず、幅広い症例への適応が可能です。

脊椎固定器具分野では、2022年7月に発売したODEV社
の新製品「Vusion Ti3D ARCケージ」の販売拡大が期待
でき、脊椎固定術に併用する「Pisces スパイナル システム」
とのシナジー効果も寄与すると思われます。他社商品では、
同8月に発売した「Lynxαプレート」が手術時における操作
性および安全性の向上による高い評価を得ており、下期の
売上拡大を見込んでいます。

つつ、財務体質の強化を図り、確実にフリーキャッシュ・フ
ローを創出することで、安定配当を継続する方針です。

私たちは、サステナビリティ実現に向けた対応を企業の存
続条件と認識し、当期に新設した「サステナビリティ推進室」
を中心に、マテリアリティ（重要課題）にもとづく全社的な取
り組みを推進していきます。その一環として2022年6月、国
際連合が提唱する「国連グローバル・コンパクト（UNGC）」
に署名しました。これに先立ち同3月に賛同した「気候関連
財務情報開示タスクフォース（TCFD）」提言についても、
情報を開示しています。

当社は、引き続き持続可能な社会づくりに貢献しつつ、医
療の発展を支える事業活動を通じて企業価値を高め、株主
の皆様のご期待に応えてまいります。当期は、急激な円安・
ドル高の進行と米国事業の回復遅れにより、前述の通り減益
となる見通しですが、「MODE2023」の重点施策はいずれ
も着実に遂行しており、利益を伴った持続的成長の実現に
つなげていくことができると確信しています。

株主の皆様におかれましては、今後とも当社事業への厚
いご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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